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本日の説明内容

Ⅰ 外国語科改訂のポイント

Ⅱ 授業改善の視点①

言語活動の充実

Ⅲ 授業改善の視点②

全国学力・学習状況調査問題の活用

Ⅳ 移行期間の対応

Ⅴ 学習評価について
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今後の学習指導要領改訂に関するスケジュール
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学びを人生や社会に
生かそうとする
学びに向かう力・
人間性等の涵養

生きて働く
知識・技能の

習得

未知の状況にも
対応できる

思考力･判断力･表現力
等の育成

【主体的な学び】
学ぶことに興味や関心を持ち、自己のキャリア形

成の方向性と関連付けながら、見通しを持って粘り
強く取り組み、自己の学習活動を振り返って次につ
なげる「主体的な学び」が実現できているか。

【対話的な学び】
子供同士の協働、教職員や地域の人との対話、先哲の考

え方を手掛かりに考えること等を通じ、自己の考えを広げ
深める「対話的な学び」が実現できているか。

【深い学び】
習得・活用・探究という学びの過程の中で、各教科等の

特質に応じた「見方・考え方」を働かせながら、知識を相
互に関連付けてより深く理解したり、情報を精査して考え
を形成したり、問題を見いだして解決策を考えたり、思い
や考えを基に創造したりすることに向かう「深い学び」が
実現できているか。

【例】
・ 学ぶことに興味や関心を持ち、毎時間、見通しを
持って粘り強く取り組むとともに、自らの学習をま
とめ振り返り、次の学習につなげる

・ 「キャリア・パスポート（仮称）」などを活用し、
自らの学習状況やキャリア形成を見通したり、振り
返ったりする

主体的・対話的で深い学びの実現
（「アクティブ・ラーニング」の視点からの授業改善）について（イメージ）

【例】
・ 実社会で働く人々が連携・協働して社会に見られる課題を解決
している姿を調べたり、実社会の人々の話を聞いたりすること
で自らの考えを広める

・ あらかじめ個人で考えたことを、意見交換したり、議論したり、
することで新たな考え方に気が付いたり、自分の考えをより妥
当なものとしたりする

・ 子供同士の対話に加え、子供と教員、子供と地域の人、本を通
して本の作者などとの対話を図る

【例】
・ 事象の中から自ら問いを見いだし、課題の追究、課題の解
決を行う探究の過程に取り組む

・ 精査した情報を基に自分の考えを形成したり、目的や場面、
状況等に応じて伝え合ったり、考えを伝え合うことを通して
集団としての考えを形成したりしていく

・ 感性を働かせて、思いや考えを基に、豊かに意味や価値を
創造していく

「主体的・対話的で深い学び」の視点に立った授業改善を行うことで、学校教育における質の高い学びを実現し、学習
内容を深く理解し、資質・能力を身に付け、生涯にわたって能動的（アクティブ）に学び続けるようにすること
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Ⅰ 外国語科改訂のポイント

外国語の学習においては，語彙や文法等の個別

の知識がどれだけ身に付いたかに主眼が置かれる

のではなく，児童生徒の学びの過程全体を通じて，

知識・技能が，実際のコミュニケーションにおいて活

用され，思考・判断・表現することを繰り返すことを

通じて獲得され，学習内容の理解が深まるなど、資

質・能力が相互に関係し合いながら育成されること

が必要である。

「改訂の要点」から

「中学校学習指導要領（平成29年告示）解説」 Ｐ．７
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Ⅰ 外国語科改訂のポイント

「中学校学習指導要領（平成29年告示）解説」 Ｐ．１０
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Ⅰ 外国語科改訂のポイント

外国語科の目標

【知識及び技能】
(1)外国語の音声や語彙，表現，文法，言語の働きなどを理解するとと
もに，これらの知識を，聞くこと，読むこと，話すこと，書くことに
よる実際のコミュニケーションにおいて活用できる技能を身に付ける
ようにする。

【思考力，判断力，表現力等】
(2) コミュニケーションを行う目的や場面，状況などに応じて，日常的
な話題や社会的な話題について，外国語で簡単な情報や考えなどを理
解したり，これらを活用して表現したり伝え合ったりすることができ
る力を養う。

【学びに向かう力，人間性等】
(3) 外国語の背景にある文化に対する理解を深め，聞き手，読み手，話

し手，書き手に配慮しながら，主体的に外国語を用いてコミュニケー

ションを図ろうとする態度を養う。

これらの資質・能力の育成していくために→授業改善11



Ⅰ 外国語科改訂のポイント

外国語で表現し伝え合うため，外国語やその
背景にある文化を，社会や世界，他者との関わ
りに着目して捉え，コミュニケーションを行う目
的や場面，状況等に応じて，情報を整理しなが
ら考えなどを形成し，再構築すること。

「中学校学習指導要領（平成29年告示）解説」Ｐ．１０

外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方

「見方・考え方を働かせる目的 見方・考え方①

見方・考え方②
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Ⅰ 外国語科改訂のポイント
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Ⅰ 外国語科改訂のポイント

「中学校学習指導要領（平成29年告示）解説」Ｐ．２９～８１
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Ⅰ 外国語科改訂のポイント

単元など内容や時間のまとまりを見通して，その中で育

む資質・能力の育成に向けて，生徒の主体的・対話的で

深い学びの実現を図るようにすること。その際，具体的な

課題等を設定し，生徒が外国語によるコミュニケーション

における見方・考え方を働かせながら，コミュニケーション

の目的や場面，状況などを意識して活動を行い，英語の

音声や語彙，表現，文法の知識を五つの領域における実

際のコミュニケーションにおいて活用する学習の充実を図

ること。

「指導計画の作成と内容の取扱い」から

「中学校学習指導要領（平成29年告示）解説」Ｐ．８２
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Ⅱ 授業改善の視点①言語活動の充実

小学校外国語活動・外国語科では

言語活動は、「実際に英語を用いて互いの考えや気持ちを伝え合う」活動を意味する。したがっ

て、外国語活動や外国語科で扱われる活動がすべて言語活動かというとそうではない。（中略）

例えば、発音練習や歌、英語の文字を機械的に書く活動は、言語活動ではなく、練習である。練

習は、言語活動を成立させるために重要であるが、練習だけで終わることのないように留意する

必要がある。

『小学校外国語活動・外国語研修ガイドブック』

言語活動の特徴

①

②

③

④
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Ⅱ 授業改善の視点①言語活動の充実
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Ⅱ 授業改善の視点①言語活動の充実
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Ⅱ 授業改善の視点①言語活動の充実
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Ⅱ 授業改善の視点①言語活動の充実

指導例 （本年度英語教育推進リーダー研修で行われたもの）
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Ⅱ 授業改善の視点①言語活動の充実
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（ ）があってこその英語の授業

「（ ）」が先。「（ ）」は後。

Ⅱ 授業改善の視点①言語活動の充実

「言語活動を通して」指導する
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Ⅱ 授業改善の視点①言語活動の充実
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Ⅱ 授業改善の視点①言語活動の充実
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Ⅱ 授業改善の視点①言語活動の充実
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Ⅱ 授業改善の視点①言語活動の充実
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Ⅱ 授業改善の視点①言語活動の充実
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Ⅱ 授業改善の視点①言語活動の充実
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Ⅲ 授業改善の視点②全国学力・学習状況調査問題の活用

・学習指導要領に示されている４領域（「聞くこと」、
「話すこと」、「読むこと」、「書くこと」）に基づいて、
その目標や内容を踏まえ言語材料や言語活動がバランスよ
く出題されるよう配慮している。中学校第2学年までの内
容から出題。

・評価の観点としては、「外国語表現の能力」「外国語理
解の能力」「言語や文化についての知識・理解」に関わる
ものを出題。「コミュニケーションへの関心・意欲・態
度」については、主に質問紙調査によってみることとして
いる。

・新学習指導要領の教科目標の柱であるコミュニケーショ
ンを図る資質・能力の基盤を形成する観点から、基礎的な
「知識・技能」を測ることに加え、それらを実際のコミュ
ニケーションの場面においても効果的に使える状況まで活
用できる「思考力・判断力・表現力等」も測ることを重視。
複数の領域を統合した問題も作成している。

平成31年度全国学力・学習状況調査中学校英語

「平成31年度全国学力・学習状況調査 解説資料 中学校 英語」より 29



Ⅲ 授業改善の視点②全国学力・学習状況調査問題の活用

「聞くこと」

大問４

聞いた内容について
適切に応じる

設問（2）

【出題の趣旨】聞いて
把握した内容について、
適切に応じることがで
きるかどうかをみる。

平成31年度中学校英語調査問題から

【スクリプト】英語の授業で，来日予定の留学生からの

音声メッセージを聞くところです。メッセージの内容を踏
まえて，あなたのアドバイスを英語で簡潔に書きなさい。

解答時間は１分30 秒です。それでは始めます。

Hello. I’m Nick. I’m looking forward to meeting
you. I’m going to stay in your country for two
weeks. I hear that there are a lot of club
activities in Japanese schools. I want to try
some! Which club activities can I try? Can you
give me some advice? I’m waiting for your
answer. Thank you. 30



Ⅲ 授業改善の視点②全国学力・学習状況調査問題の活用

「書くこと」

大問10

まとまりのある文章を
書く

【出題の趣旨】与えら
れたテーマについて考
えを整理し、文と文の
つながりなどに注意し
てまとまりのある文章
を書くことができるか
どうかをみる。

平成31年度中学校英語調査問題から
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Ⅲ 授業改善の視点②全国学力・学習状況調査問題の活用

「話すこと」 大問２ 即興でやり取りをする

【出題の趣旨】聞いて把握した内容について，やり取りす
ることができるかどうかをみる。

平成31年度中学校英語調査問題から
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Ⅳ 移行期間の対応
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Ⅳ 移行期間の対応

R２ R３R１
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Ⅳ 移行期間の対応
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2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024

5年活
35H

6年活
50H-70H

中1 中2 中3 高１ 高２ 高３

4年 5年活
50H-70H

6年活
50H-70H

中1 中2 中3 高１ 高２

3年
4年活

15H-35H

5年活
50H-70H

6年科
70H

中1 中2 中3 高１

3年活
15H-35H

4年活
15H-35H

5年科
70H

6年科
70H

中1 中2 中3

3年活
15H-35H

4年活
35H

5年科
70H

6年科
70H

中1 中2

3年活
35H

4年活
35H

5年科
70H

6年科
70H

中1

Ⅳ 移行期間の対応

小中連携の
必要性



学習評価について指摘されている課題

・ 学期末や学年末などの事後での評価に終始してしまうことが多く，評価の結果が
児童生徒の具体的な学習改善につながっていない

・ 現行の「関心・意欲・態度」の観点について，挙手の回数や毎時間ノートをとってい
るかなど，性格や行動面の傾向が一時的に表出された場面を捉える評価であるよう
な誤解が払拭しきれていない

・ 教師によって評価の方針が異なり，学習改善につなげにくい

・ 教師が評価のための「記録」に労力を割かれて，指導に注力できない

・ 相当な労力をかけて記述した指導要録が，次の学年や学校段階において十分に
活用されていない

学習評価の現状について，学校や教師の状況によっては，以下のような課題があることが
指摘されている。

先生によって観点の重みが違うんです。授業態度をとても重視する先生もいるし，
テストだけで判断するという先生もいます。そうすると，どう努力していけばよいのか
本当に分かりにくいんです。
（中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会児童生徒の学習評価に関するワーキンググループ第７回における
高等学校三年生の意見より）

生徒の意見

Ⅴ 学習評価について
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学習評価の改善の基本的な方向性
学校における働き方改革が喫緊の課題となっていることも踏まえ，次の基本的な考え方に
立って，学習評価を真に意味のあるものとすることが重要。

Ⅴ 学習評価について
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指導と評価の一体化の必要性の明確化

○学校教育法施行規則（抄）
第二十四条

校長は，その学校に在学する児童等の指導要録（学校教育法施行令第三十一条 に規定する
児童等の学習及び健康の状況を記録した書類の原本をいう。以下同じ。）を作成しなければな
らない。
第五十七条

小学校において，各学年の課程の修了又は卒業を認めるに当たつては，児童の平素の成績
を評価して，これを定めなければならない。※中学校，高等学校についても同様に規定。

○平成29年改訂小学校学習指導要領 第１章 総則
第３ 教育課程の実施と学習評価

１ 主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善
⑴ 第１の３の⑴から⑶までに示すこと(引用注：資質・能力の３つの柱の育成）が偏りなく実現されるよう，

単元や題材など内容や時間のまとまりを見通しながら，児童の主体的・対話的で深い学び
の実現に向けた授業改善を行うこと。（略）

２ 学習評価の充実
⑴ 児童のよい点や進歩の状況などを積極的に評価し，学習したことの意義や価値を実感
できるようにすること。また，各教科等の目標の実現に向けた学習状況を把握する観点から，
単元や題材など内容や時間のまとまりを見通しながら評価の場面や方法を工夫して，学習
の過程や成果を評価し，指導の改善や学習意欲の向上を図り，資質・能力の育成に生かす
ようにすること。

指
導
要
録
の
作
成
や

成
績
の
評
価
に
つ
い
て
規
定

指
導
と
評
価
の
一
体
化
の

必
要
性
を
明
確
化

学習指導要領の総則において指導と評価の一体化の必要性が明確化された。

※平成29年改訂中学校学習指導要領第１章総則にも同旨

Ⅴ 学習評価について
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カリキュラム・マネジメントの一環としての指導と評価

各学校における教育活動

「学習指導」と「学習評価」は学校の教育活動の根幹であり，教育課程に基づいて組織的か
つ計画的に教育活動の質の向上を図る「カリキュラム・マネジメント」の中核的な役割を担っ
ている。

Ⅴ 学習評価について
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観点別学習状況の評価の観点の整理

技能

関心・意欲・態度

思考・判断・表現

知識・理解
主体的に学習に
取り組む態度

思考・判断・表現

知識・技能

資質・能力の三つの柱に基づいた目標や内容の再整理を踏まえて、観点別学習状況の評
価の観点については、小・中・高等学校の各教科等を通じて、「知識・技能」「思考・判断・表
現」「主体的に学習に取り組む態度」の３観点に整理。

＜現行＞ ＜新＞

Ⅴ 学習評価について
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・観点別学習状況の評価や評定に
は示しきれない児童生徒一人一
人のよい点や可能性、進歩の状
況について評価するもの。

個人内評価

・観点ごとに評価し、
生徒の学習状況を分析
的に捉えるもの

・観点ごとにＡＢＣの
３段階で評価

評 定

・観点別学習状況の評価の結果を総括するもの。

・５段階で評価（小学校は３段階。小学校低学年は行わない）

・各教科における評価は、学習指導要領に示す各教科の目標や内容に照らして学習状況を評価するもの（目標準拠評価）

・したがって、目標準拠評価は、集団内での相対的な位置付けを評価するいわゆる相対評価とは異なる。

知識及び技能
思考力、判断力、

表現力等
学びに向かう力、

人間性等

学習指導要領に

示す目標や内容

知識・技能
思考・判断・
表現

観点別学習状況

評価の各観点

主体的に学習に
取り組む態度

感性、思いやり
など

各教科における評価の基本構造

Ⅴ 学習評価について
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観点別学習状況の評価と評定

学習状況を分析的に捉える「観点別学習状況の評価」と、これら
を総括的に捉える「評定」の両方について、学習指導要領に定める目
標に準拠した評価として実施する。観点別学習状況の評価では、設定
した評価規準のそれぞれについてどの程度実現できているかをＡＢＣ
の３段階で評価する。この際、ＡＢＣ全てについての評価規準を作成
した上で評価を行うのではなく、評価規準に表されたものを「おおむ
ね満足できる」状況（Ｂ）として捉え、それを踏まえてＡとＣを判断
するというのが観点別学習状況の評価の基本的な考え方であることに
留意する。

また、観点別学習状況の評価や評定には示しきれない児童生徒一人
一人のよい点や可能性、進歩の状況については、「個人内評価」とし
て実施する。

「十分満足できる」状況と判断されるもの：Ａ
「おおむね満足できる」状況と判断されるもの：Ｂ
「努力を要する」状況と判断されるもの：Ｃ

Ⅴ 学習評価について
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「知識・技能」の評価

※上記の考え方は、現行の評価の観点である
・「知識・理解」（各教科等において習得すべき知識や重要な概念等を理解しているかを評価）
・「技能（各教科等において習得すべき技能を児童生徒が身に付けているかを評価）
においても重視。

＜評価の工夫（例）＞

○ペーパーテストにおいて、事実的な知識の習得を問う問題と、知識の概念的な
理解を問う問題とのバランスに配慮する。

○実際に知識や技能を用いる場面を設ける。
・児童生徒に文章により説明をさせる。
・（各教科等の内容の特質に応じて、）観察・実験をさせたり、式やグラフで

表現させたりする。

〇 個別の知識及び技能の習得状況について評価する。

○ それらを既有の知識及び技能と関連付けたり活用したりする中で、
概念等として理解したり、技能を習得したりしているかについて評価する。

Ⅴ 学習評価について
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「思考・判断・表現」の評価

※上記の考え方は、現行の評価の観点である「思考・判断・表現」の観点においても重視。

＜評価の工夫（例）＞

○論述やレポートの作成、発表、グループでの話合い、作品の制作や表現等の
多様な活動を取り入れる。

○ポートフォリオを活用する。

各教科等の知識及び技能を活用して課題を解決する等のために必要な思考力、
判断力、表現力等を身に付けているかどうかを評価する。

Ⅴ 学習評価について
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「主体的に学習に取り組む態度」の評価

「主体的に学習に取り組む
態度」として観点別学習状況
の評価を通じて見取ることが
できる部分

観点別学習状況の評価に
はなじまない部分
（感性、思いやり等）

学びに向かう力、人間性等

※ 特に「感性や思いやり」など児童生徒一人一人のよ
い点や可能性、進歩の状況などについては、積極的に
評価し児童生徒に伝えることが重要。

個人内評価（児童生徒一人一人のよ
い点や可能性、進歩の状況について
評価するもの）等を通じて見取る。

知識及び技能を獲得したり、思考力、
判断力、表現力等を身に付けたりする
ことに向けた粘り強い取組の中で、自
らの学習を調整しようとしているかどう
かを含めて評価する。

「学びに向かう力、人間性等」には、①主体的に学習に取り組む態度として観点別学習状
況の評価を通じて見取ることができる部分と、②観点別学習状況の評価や評定にはなじま
ない部分がある。

①

②

Ⅴ 学習評価について
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「主体的に学習に取り組む態度」の評価

「おおむね満足
できる」状況（Ｂ）

「十分満足できる」
状況（Ａ）

「努力を要する」
状況（Ｃ）

「主体的に学習に取り組む態度」については、知識及び技能を獲得したり、思考力、判断力、
表現力等を身に付けたりすることに向けた粘り強い取組の中で、自らの学習を調整しようと
しているかどうかを含めて評価する。

Ⅴ 学習評価について
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「主体的に学習に取り組む態度」の評価

＜評価の工夫（例）＞

○ノートやレポート等における記述

○授業中の発言

○教師による行動観察

○児童生徒による自己評価や相互評価等の状況を教師が評価を行う際に

考慮する材料の一つとして用いる

※「知識・技能」や「思考・判断・表現」の観点の状況を踏まえた上で評価を行う。
（例えば、ノートにおける特定の記述などを取り出して、他の観点から切り離して
「主体的に学習に取り組む態度」として評価することは適切ではない。）

Ⅴ 学習評価について
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評定 ：各教科等の観点別学習状況の評価の結果を総括的に捉え、

教育課程全体における各教科の学習状況を把握することが可能なもの。

評定が観点別学習状況の評価を総括したものであることを示すため、
指導要録の参考様式を改善。

評定について
・評定を引き続き指導要録上に位置付ける。
・学習評価の結果の活用に際しては，観点別学習状況の評価と，評定の双方の特長を

踏まえつつ，その後の指導の改善等を図ることが重要。

※従前の参考様式においては，観点別学習状況の評価を記入する欄と評定を記入する欄は
離れた場所にあった。

外
国
語

観点＼学年 1 2 3 4 5 6

知識・技能

思考・判断・表現

主体的に学習に取り組む態度

評定

（例）小学校外国語

Ⅴ 学習評価について
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「学習評価の在り方ハンドブック」の活用

〈内容〉

 学習評価の基本的な考え方

 学習評価の基本構造

 特別の教科 道徳，外国語活動，総合的な

学習の時間及び特別活動の評価について

 観点別学習状況の評価について

 学習評価の充実

 Ｑ＆Ａ 等

全国の教育委員会等や学校等に送付

国立教育政策研究所のウェブサイトに掲載

Ⅴ 学習評価について
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高校卒業レベル
現: ３,０００語程度

新: ４,０００
～ ５,０００語程

度

高
等
学
校

現状

外国語教育の抜本的強化のイメージ

15分程度の短時間学習の活用等を
含めた弾力的な時間割編成も可能

※CEFR：欧州評議会（Council of Europe）が示す、外国語の学習や教授等のためのヨーロッパ
共通参照枠を言う。英検との対照は日本英語検定協会が公表するデータによる。

・５領域を総合的に扱う科目群として「英語コミュニケー
ションⅠ・Ⅱ・Ⅲ）を、発信力を高める科目群として「論
理・表現Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」を設定

・授業は外国語で行うことを基本 （前回改訂より）

年間１４０単位時間（週４コマ程度）

・互いの考えや気持ちなどを外国語で伝え合う対話的な
活動を重視

・具体的な課題を設定するなどして、学習した語彙、表現
などを実際に活用する言語活動を充実

・授業は外国語で行うことを基本

５・６年 （教科型） 年間７０単位時間（週２コマ程度）

・段階的に「読むこと」「書くこと」を加える

・指導の系統性を確保

３・４年 （活動型） 年間３５単位時間（週１コマ程度）

・「聞くこと」「話すこと（やり取り・発表）」を中心

・外国語に慣れ親しませ、学習への動機付けを高める

改善・充実

中
学
校

小
学
校

・学習意欲、積極性の向上
・言語活動が十分でない

年間１４０単位時間
（週４コマ程度）

・学年が上がるにつれて意欲に課題
・学校種間の接続が不十分

英検３級程度以上の生徒
４０．７％（目標５０％）

英検準２級程度以上の生徒
３９．３％（目標５０％）

年間３５単位時間
（週１コマ程度）

・読み書きに対する意欲
・音声から文字への接続

に課題がある

活動型

高等学校で
現: １,８００語程度

新: １,８００
～ ２,５００語程度

中学校で
現:１,２００語程度

新:１,６００
～ １,８００語程度

・学習意欲、 発信力に課題
・言語活動が十分でない

中
学
校

小
学
校

新たな外国語教育
「何が出来るようになるか」という観点から、国際基準（CEFR※）を参考に、
小・中・高等学校を通じた５つの領域（ 「聞くこと」「読むこと」

「話すこと［やり取り・発表］ 」「書くこと」 ）別の目標を設定

高
等
学
校

小学校で
新: ６００

～ ７００語程度

高
校
生
の
た
め
の

学
び
の
基
礎
診
断

全
国
学
力
・

学
習
状
況
調
査

大学入試改革

CEFR

Ｂ２
（英検準１級等）

Ｂ１
（英検２級等）

Ａ２
（英検準２級等）

Ａ１
（英検３級等）

改善の
ための
PDCA

サイクル

【2019年度～】

【2019年度～】

※「聞くこと」「読むこと」
「書くこと」「話すこと」
に関する調査を実施

【2020年度～】

改善の
ための
PDCA

サイクル



29年度 30年度 31年度 32年度 33年度 34年度

平成17年度生まれ～ 小６（35） 中１ 中２ 中３ 高１ 高２

平成18年度生まれ～ 小５（35） 小６（+15 → 50） 中１ 中２ 中３ 高１

平成19年度生まれ～ 小４ 小５（+15 → 50） 小６（+15 → 50） 中１ 中２ 中３

平成20年度生まれ～ 小３ 小４（+15） 小５（+15 → 50） 小６（70） 中１ 中２

平成21年度生まれ～ 小２ 小３（+15） 小４（+15） 小５（70） 小６（70） 中１

平成22年度生まれ～ 小１ 小２ 小３（+15） 小４（35） 小５（70） 小６（70）

平成23年度生まれ～ 年長 小１ 小２ 小３（35） 小４（35） 小５（70）

外国語教育における新学習指導要領の円滑な実施に向けた移行措置

【小学校】
◆小学校移行期間（平成３０・３１年度）中の５・６年生

・新たに年間１５単位時間を加え、５０単位時間を確保し、外国語活動の内容に加えて、外国語科の内容を扱う。外国語科の内容については、中学校
との接続の観点から最低限必要な内容と、それを活用して行う言語活動を中心に取り扱う。

・教材は、Ｈｉ, ｆｉｒｉｅｎｄｓ!（現行学習指導要領に対応した５・６年生外国語活動用教材）や、現在文部科学省が開発している新学習指導要領に対応した
教材から、必要な内容を配布する。

◆小学校移行期間（平成３０・３１年度）中の３・４年生

・新たに年間１５単位時間を確保し、外国語活動を実施する。高学年との接続の観点から最低限必要な内容と、それを活用して行う言語活動を中心
に取り扱う。

・教材は、現在文部科学省が開発している新学習指導要領に対応した教材から、必要な内容を配布する。

【中学校】
◆中学校移行期間（平成３０～３２年度）のうち、平成３１・３２年度の１・２年生

・授業時数は追加せず、小・高等学校との接続の観点から、知識・技能について新たに追加した内容と、それを活用して行う言語活動を計画的に指
導 する。

中学校全面実施

※年次進行で実施

小学校全面実施

高等学校

・・・外国語科移行措置・・・外国語活動移行措
置

・・・中学校移行措置 ※生まれ年度はイメージとして示している。
※中学校の時数は現行と同様、年間140単位時間程度。

※平成２９年度中に
必要な教材を配布

※平成３０年度中に
必要な教材を配布


